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必然化の論理 N とは、[3] において Melvin Fitting, V. Wiktor Marek, Miroslaw

Truszczyńskiによって導入された体系である。より具体的には、体系 Nは基本的な

様相論理の体系であるKの部分体系であり、その証明体系は必然化則のみによって与

えられる。この体系Nには [3]において既に意味論が与えられており、その意味論を

用いて、倉橋太志は [6]においてNが全ての証明可能性論理の共通部分と一致するこ

とを示している。

本講演は、体系 N を「論理的な必然性が最低限満たすべき性質は何か」という問

いのもとで再検討することを目的とする。そのために、まず証明体系を通して体系N

が論理的必然性を捉える上で一つの手がかりとなり得る点を確認する。その上で、[7]

において導入されている体系 N に対する意味論を、Hans Herzberger により [4] に

おいて示されている意味論の枠組みに沿った形に書き直して紹介する（[7] において

は、体系 N はM+ として導入されている）。紹介する意味論は、John Kearns によ

り [5] において与えられた様相論理 T, S4, S5 に対する意味論の流れを汲むもので

あり、より現代的な視点から述べるならば、多値論理の一般化とみなすことのできる

Non-deterministic semantics ([1, 2]を参照)を踏まえたものとなっている。最後に、

紹介する意味論と [3]において与えられている意味論との比較を行う。
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